
         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 めざめよレムナント 
 
 

柳光洙作詞/ チョン・ジンウク作曲 

月曜日 

 私
わたし

たちが生
い

きていくのに重要
じゅうよう

な 3 つの金
きん

があります。最初
さいしょ

に、人々
ひとびと

が好
す

きな

黄金
おうごん

。二
ふた

つ目
め

、食
た

べ物
もの

の味
あじ

をだす塩
しお

。三
み

つ目
め

は、いまです。（韓国語
かんこくご

には「塩
しお

」「いま」

に「金
きん

」ということばが入
はい

ります：訳者注
やくしゃちゅう

）過去
か こ

は過
す

ぎて、未来
み ら い

はまだ来
き

ていないの

で、いま、どんな生活
せいかつ

をするかによって、未来
み ら い

がちがっていきます。すなわち、

いま感謝
かんしゃ

して、いま聖霊
せいれい

の導
みちび

きを受
う

けて、いま聖霊
せいれい

の満
み

たしを受
う

けるのです。 

聖書
せいしょ

に登場
とうじょう

するレムナントと信仰
しんこう

の英雄
えいゆう

、そして、初代
しょだい

教会
きょうかい

の人
ひと

は苦
くる

しいこ

とがあって、大
おお

きな危機
き き

に出会
で あ

っても勝利
しょうり

しました。それは、どんな状 況
じょうきょう

がき

ても祈
いの

ることができて、いま!聖霊
せいれい

の満
み

たしを受
う

けたからです。それで、難
むずか

しい

環境
かんきょう

がまったく問題
もんだい

になりませんでした。伝道者
でんどうしゃ

が祈
いの

りながら進
すす

むとき、伝道
でんどう

の

門
もん

が開
ひら

かれ、みことばが成就
じょうじゅ

して、毎日
まいにち

働
はたら

きが起
お

きました。 

レムナントは、どんな環境
かんきょう

の中
なか

にいても大丈夫
だいじょうぶ

です。孤独
こ ど く

で苦
くる

しいとき、どん

な状 況
じょうきょう

でも祈
いの

って勝利
しょうり

した伝道者
でんどうしゃ

のように、いま!神様
かみさま

がくださる新
あたら

しい恵
めぐ

み

を期待
き た い

しながら、いま!神様
かみさま

に祈
いの

りましょう。 
2013.11.16（核心訓練メッセージ） 

使徒
し と

1:7～8 イエスは言
い

われた。「いつとか、どんなときとかいうこと

は、あなたがたは知
し

らなくてもよいのです。それは、父
ちち

がご自
じ

分
ぶん

の権威
け ん い

を

もってお定
さだ

めになっています。しかし、聖霊
せいれい

があなたがたの上
うえ

に臨
のぞ

まれる

とき、あなたがたは 力
ちから

を受
う

けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマ

リヤの全土
ぜ ん ど

、および地
ち

の果
は

てにまで、わたしの証人
しょうにん

となります。」 

父
ちち

なる神様
かみさま

！信仰
しんこう

の人
ひと

のように、いま！イエス・キリストの力
ちから

を体験
たいけん

させてく

ださい。環境
かんきょう

の中
なか

で神様
かみさま

の計画
けいかく

を発見
はっけん

することができますように。未来
み ら い

を準備
じゅんび

するレムナントにならせてください。イエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

り

します。アーメン 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この賛美
さ ん び

は、レムナントの生
しょう

涯
がい

の歩
あゆ

みの中
なか

で忘
わす

れてはならないメッセージを歌詞
か し

として作
つく

られた曲
きょく

です。レムナントが最高
さいこう

の座
ざ

にとどまる希望
き ぼ う

を持
も

ちつつ、全世界
ぜんせかい

のレムナントに神
かみ

の子
こ

どものアイデンティティと使命
し め い

を植
う

えてくれます。暗
くら

やみの勢力
せいりょく

におおわれたこの地
ち

、

福音
ふくいん

で掌握
しょうあく

するその日
ひ

まで、レムナントが毎日
まいにち

めざめて、歩
ある

いて、走
はし

り、征服
せいふく

していく祝
しゅく

福
ふく

をのさがないように願
ねが

います。 

火曜日 

象
ぞう

を子
こ

どもの時
とき

からくくっておいて大
おお

きくすれば、1トンを越
こ

える象
ぞう

にな

っても逃
に

げようとしません。なぜなら、鎖
くさり

をかんたんに切
き

れる力
ちから

があるの

にもかかわらず、子
こ

どものときに鎖
くさり

を切
き

れなかった記憶
き お く

のために、今
いま

でもあ

いかわらず、鎖
くさり

を切
き

ることができないという考
かんが

えに閉
と

じ込
こ

められているか

らです。象
ぞう

は鎖
くさり

に縛
しば

られているのではなく、自分
じ ぶ ん

の心
こころ

の鎖
くさり

に縛
しば

られている

のでしょう。自分
じ ぶ ん

の心
こころ

の鎖
くさり

から抜
ぬ

け出
だ

した人
ひと

がいるのですが、それが目
め

が

見
み

えなかった「クロスビー」です。 

クロスビーは、小
ちい

さい時
とき

から毎日
まいにち

、神様
かみさま

みことばを聞
き

きながら育
そだ

ちました。

目
め

が見
み

えなかったので、手
て

で自然
し ぜ ん

を触
さわ

りながら神様
かみさま

を賛美
さ ん び

して、祈
いの

りながら

育
そだ

ちました。結局
けっきょく

、目
め

が見
み

えないという心
こころ

の鎖
くさり

に縛
しば

られないで、むしろ神
かみ

様
さま

にさらに深
ふか

く会
あ

うようになりました。それ以
い

後
ご

「救
すく

い主
ぬし

イエスとともに行
ゆ

く

身
み

は」「つみとがをゆるされ」などの恵
めぐ

み深
ふか

い賛美
さ ん び

を作
つく

ることができたのです。 
2013.11.17（インマヌエル教会聖日 1 部） 

 

マタイ 11:28 すべて、疲
つか

れた人
ひと

、重荷
お も に

を負
お

っている人
ひと

は、わたしのと

ころに来
き

なさい。わたしがあなたがたを休
やす

ませてあげます。 

父
ちち

なる神様
かみさま

！今日
き ょ う

から心の鎖
くさり

を抜
ぬ

け出
だ

して、神様
かみさま

に栄光
えいこう

をささげるすてきなレム

ナントにならせてください。クロスビーのように、心
こころ

の目
め

を開
ひら

いて、神様
かみさま

をもっ

と愛
あい

することができますように。イエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りしま

す。アーメン 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水曜日 

 発
はつ

明王
めいおう

エジソンは、12歳
さい

の時
とき

から「発明
はつめい

」しはじめたのですが、発明
はつめい

の他
ほか

には何
なに

もエジソンの心
こころ

をひくものはありませんでした。ただ「発明
はつめい

」のた

めのひとつの心
こころ

（一心
いっしん

）でした。そうしたら、何
なに

か発明
はつめい

することに全心
ぜんしん

を

つくして時間
じ か ん

を使
つか

い、着実
ちゃくじつ

に研究
けんきゅう

を持続
じ ぞ く

した結果
け っ か

1,000個
こ

以上
いじょう

の特許
とっきょ

を出
だ

す最高
さいこう

の発明
はつめい

家
か

になりました。 

エジソンが発明
はつめい

することに一心
いっしん

・全心
ぜんしん

・持続
じ ぞ く

したように、私
わたし

たちは「キ

リストを伝
つた

えて福音
ふくいん

を味
あじ

わう時間
じ か ん

」に一心
いっしん

・全心
ぜんしん

・持続
じ ぞ く

を注
そそ

いでみましょう。

その方法
ほうほう

は 24時
じ

祈
いの

りの中
なか

に入
はい

ることです。 

エジソンの頭
あたま

の中
なか

には一日中
いちにちじゅう

24時間
じ か ん

、発明
はつめい

と関連
かんれん

する考
かんが

えだけでした。

「キリストと世界
せ か い

福音化
ふくいんか

」に対
たい

する考
かんが

えがぎっしり埋
う

まるようになれば、

24時
じ

祈
いの

りがはじまります。このようなとき、一心
いっしん

・全心
ぜんしん

・持続
じ ぞ く

をするように

なれば、私
わたし

に変化
へ ん か

が起
お

きるようになります。心
こころ

がいやされ、生活
せいかつ

もいやさ

れて、からだもいやされます。 
2013.11.17（インマヌエル教会聖日 2 部） 

 

使徒
し と

19:21 これらのことが一段落
いちだんらく

すると、パウロは御霊
み た ま

の示
しめ

しにより、

マケドニヤとアカヤを通
とお

ったあとでエルサレムに行
い

くことにした。そし

て、「 私
わたし

はそこに行ってから、ローマも見
み

なければならない」と言
い

った。 

父
ちち

なる神様
かみさま

！キリストを伝
つた

えることに一心
いっしん

・全心
ぜんしん

・持続
じ ぞ く

することができるよう

に力
ちから

をください。イエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

    

イエスさまは 

ひつじかい 

             ホ・ユジン作詞/ホ・ユジン、ノ・スンヒ作曲 

          

 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下
した

のような状 況
じょうきょう

になるとき 

レムナントはどのように対処
たいしょ

するべき 

でしょうか。 

 

 

   絵
え

をよく見
み

て 

   質問
しつもん

に対
たい

して答
こた

えを書
か

いてみましょう 

木曜日 

食器
しょっき

や容器
よ う き

を売
う

っている店
みせ

に行
い

ってみましょう。とても多
おお

くのいろいろな

種類
しゅるい

の器
うつわ

があるでしょう。それぞれ形
かたち

が違
ちが

いますが、使
つか

われる所
ところ

はみな

決
き

まっています。しかし、割
わ

れている器
うつわ

は正
ただ

しく使
つか

えません。スープを入
い

れ

ようと作
つく

られたのに、割
わ

れたとすれば、その器
うつわ

にはスープを入
い

れることが

できません。ご飯
はん

を入
い

れようと作
つく

られたのに、割
わ

れたとすれば、その器
うつわ

に

はご飯
はん

を入
い

れることができません。 

私
わたし

たちは世界
せ か い

福音化
ふくいんか

のために用
もち

いられる器
うつわ

です。しかし、割
わ

れた器
うつわ

と

同
おな

じ状態
じょうたい

では、世界
せ か い

福音化
ふくいんか

に用
もち

いられないのです。 

神様
かみさま

に用
もち

いられる器
うつわ

になるために、三
みっ

つのことを確認
かくにん

しましょう。 

最初
さいしょ

に、私
わたし

の中
なか

におられる神様
かみさま

が創造
そうぞう

主
しゅ

であることを信
しん

じていますか。

二
ふた

つ目
め

、イエス・キリストだけが唯一
ゆいいつ

の救
すく

いの道
みち

であることを信
しん

じています

か。三
み

つ目
め

、ただ信仰
しんこう

によって救
すく

われたという事実
じ じ つ

を信
しん

じていますか。私
わたし

た

ちの神様
かみさま

は、割
わ

れた器
うつわ

を直
なお

して世界
せ か い

福音化
ふくいんか

に用
もち

いられるでしょう。 
2013.11.19（伝道弟子訓練メッセージ） 

 

Ⅱテモテ 2:20～21 大
おお

きな家
いえ

には、金
きん

や銀
ぎん

の 器
うつわ

だけでなく、木
き

や土
つち

の 器
うつわ

もあります。また、ある物
もの

は尊
とうと

いことに、ある物
もの

は卑
いや

しいことに用
もち

います。

ですから、だれでも自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

をきよめて、これらのことを離
はな

れるなら、その人
ひと

は尊
とうと

いことに使
つか

われる 器
うつわ

となります。すなわち、聖
きよ

められたもの、主人
しゅじん

に

とって有益
ゆうえき

なもの、あらゆる良
よ

いわざに間
ま

に合
あ

うものとなるのです。 

父
ちち

なる神様
かみさま

！この世
よ

を生
い

きていて、神様
かみさま

の計画
けいかく

に用
もち

いられる器
うつわ

になりたいで

す。私
わたし

の割
わ

れた部分
ぶ ぶ ん

をきれいにいやしてください。イエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私
わたし

は
わ うつわ

でしょうか。 
い うつわ

でしょうか。 

 

金曜日 

 いくら色
いろ

がきれいな器
うつわ

でも、割
わ

れた器
うつわ

は使
つか

うことができません。こわれ

た器
うつわ

に食
た

べ物
もの

を入
い

れれば、こぼれてしまうためです。そして、食
た

べ
べ

物
もの

でな

い汚
きたな

い汚
お

染物質
せんぶっしつ

が入
はい

った器
うつわ

も使
つか

えません。器
うつわ

がきれいでなければ、器
うつわ

に

食
た

べ物
もの

を入
い

れないでしょう。 

レムナントのみなさん、器
うつわ

は、私
わたし

たちの心
こころ

と考
かんが

えと霊的
れいてき

なことなので

す。神様
かみさま

は、神
かみ

の子
こ

どもに世界
せ か い

福音化
ふくいんか

という契約
けいやく

をくださいました。そして、

この契約
けいやく

が神
かみ

の子
こ

どもであるレムナントを通
とお

して成就
じょうじゅ

することを願
ねが

ってお

られます。ところで、契約
けいやく

を成就
じょうじゅ

する私
わたし

たちの心
こころ

と考
かんが

えの中
なか

に何
なに

が入
はい

っ

ていますか。不平
ふ へ い

と不満
ふ ま ん

でいっぱいでしょうか。憎
にく

しみとうらみなどでいっ

ぱいでしょうか。契約
けいやく

でない他
ほか

のものが入
はい

っていたり、不平
ふ へ い

と不満
ふ ま ん

があると

きは、契約
けいやく

のみことばを黙想
もくそう

しましょう。憎
にく

しみとうらみなどがあるときは、

賛美
さ ん び

を歌
うた

いましょう。それでこそ、私
わたし

たちの器
うつわ

が契約
けいやく

を入
い

れる聖霊
せいれい

に満
み

た

された器
うつわ

に変
か

わります。 
2013.11.19（70 人訓練メッセージ） 

 

使徒
し と

1:8 しかし、聖霊
せいれい

があなたがたの上
うえ

に臨
のぞ

まれるとき、あなた

がたは力
ちから

を受
う

けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全
ぜん

土
ど

、および地
ち

の果
は

てにまで、わたしの証人
しょうにん

となります。」 

 

父
ちち

なる神様
かみさま

！パウロのように私
わたし

を世界
せ か い

福音化
ふくいんか

の器
うつわ

として祝福
しゅくふく

してくださってあ

りがとうございます。神様
かみさま

に用
もち

いられる良
よ

い器
うつわ

として準備
じゅんび

して、最高
さいこう

に用
もち

いられ

るレムナントにならせてください。イエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りしま

す。アーメン 

心
こころ

と考
かんが

え、からだ全体
ぜんたい

とすべての感覚
かんかく

に神様
かみさま

のみことばが

いっぱいになるように、今日
き ょ う

のみことばである使徒
し と

1:1～8

を書
か

いてみて、黙想
もくそう

しましょう。 

 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それは、まるで魚
さかな

が 

水
みず

から出
で

たら、さまようしかなくて、 

木
き

が根
ね

が抜
ぬ

かれたら、かれるしかないのと 

同
おな

じです。人間
にんげん

に起
お

きる大小
だいしょう

の問題
もんだい

は、 

神様
かみさま

を離
はな

れたときからはじまったのです。 

イエス・キリストを心
こころ

に信
しん

じて、自分
じ ぶ ん

の心
こころ

の中
なか

に 

受
う

け入
い

れれば、神様
かみさま

に出会
で あ

うことができます。神様
かみさま

に出会
で あ

う 

祈
いの

りをいっしょにしてみましょう。」 

福音
ふくいん

を聞
き

いていた友
とも

だちは、両手
りょうて

をあわせて先
せん

生
せい

が言
い

う祈
いの

りをそのままあとに 

ついて祈
いの

りました。 

「愛
あい

の神様
かみさま

！神様
かみさま

に会
あ

う道
みち

であり、罪
つみ

と死
し

から救
すく

ってくださり、すべての問題
もんだい

の解決
かいけつ

者
しゃ

であるイエス・キリストを、私
わたし

の心
こころ

に受
う

け入
い

れます。いま私
わたし

とともにいて、私
わたし

の

すべてのたましい、考
かんが

え、心
こころ

、からだ全体
ぜんたい

と、すべての感覚
かんかく

をおさめてください。い

まから永遠
えいえん

に、私
わたし

とともにいてください。神
かみ

の子
こ

どものまことの喜
よろこ

びを味
あじ

わう生活
せいかつ

に

なりますように。イエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン」 

祈
いの

りを終
お

えて、キヨは先生
せんせい

といっしょに福音
ふくいん

を知
し

らない友
とも

だちのためにも、神様
かみさま

のみ

ことばが伝
つた

えられるようにしてくださいと祈
いの

りました。福音
ふくいん

を伝
つた

える先生
せんせい

も、ともに祈
いの

る

キヨも、そして、はじめて福音
ふくいん

を聞
き

く友
とも

だちにも、福音
ふくいん

を味
あじ

わう幸
しあわ

せな時間
じ か ん

になりまし

た。 

土曜日 

キヨの担任
たんにん

の先生
せんせい

は、終
お

わりの会
かい

のあと、神様
かみさま

のみことばを聞
き

きたいと言
い

う

ソラ、シュン、タケシ、アキに福音
ふくいん

のみことばを伝
つた

えてくれました。 

「神様
かみさま

は人間
にんげん

を造
つ く

られたとき、必要
ひつよう

のないことは造
つ く

られませんでした。私
わたし

た

ちのからだ、心
こころ

、考
かんが

え、手
て

、足
あし

など、すべてがみんなたいせつです。そして、

私
わたし

たちのからだは、すべてひとつにつながっています。しかし、残念
ざんねん

なことに、

多
おお

くの人
ひと

は神様
かみさま

がくださったからだをたいせつにあつかうことができず、めち

ゃくちゃにしています。ある人
ひと

は、背
せ

が高
たか

いといってもんくを言
い

い、自分
じ ぶ ん

を生
う

ん

でくれた親
おや

をうらみます。しかし、もんくを言
い

うとき、からだにある細胞
さいぼう

がひ

とつずつ減
へ

っていくのです。そして、味
あじ

もよくて、かたちもきれいに見
み

える、 

おかしや食
た

べ物
もの

の中
なか

に添
てん

加
か

物
ぶつ

やよくないものが入
はい

っている 

ことが多
おお

く、からだに良
よ

くない影響
えいきょう

を与
あた

えて、病気
びょうき

に 

させます。それだけでしょうか。なまけぐせのある 

習慣
しゅうかん

は、からだと心
こころ

をやる気
き

がないようにさせて、 

否定的
ひて いてき

な考
かんが

えをさせる 

ようになります。否定的
ひて いてき

な 

考
かんが

えを続
つづ

けていると、 

生活
せいかつ

に希望
き ぼ う

がなくなり 

ます。これが、神様
かみさま

を 

はなれたすべての人
ひと

が 

体験
たいけん

する苦
くる

しみです。 

神様
かみさま

に会
あ

えないと、だん 

だんもっと不幸
ふ こ う

になる 

しかありません。 


